












先天性心疾患の手術適応決定にあたっては,手術成績の良否が重大な要因となる。当病院で

の手術成績も全国的傾向と同様年々改善していることは,昨年も報告したとおりである。

1985 年は,さらに成績は向上し,手術死亡は 182 例中 2例,1.1%である。 

ところで,このような手術成績向上に関連していくつかの問題が存在する。すなわち,①手

術成績向上のため,手術適応を強く制限していないか?換言すれば,非手術死亡例の内容は

いかなるものか?②術後 1～5 年後の比較的早期の長期予後での内科的問題は何か?③集団

生活を営むようになったときの管理の問題点,などである。 

今回,我々は,当院における手術成績の実態とともに,新生児室に入院した心疾患児非手術

死亡例の検討,ならびに最近の手術成績向上例の代表とし七完全大血管転位症をとりあげ,

その手術予後についての検討結果を報告する。 


